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東京・日比谷野外音楽堂で訴える自治労連の仲間たち

ジェンダー平等にむけてジェンダー平等にむけて
フランスの子育て事情

　フランスでは、家族給付は児童手当を含めて30種類もあります。児童手当は第２子から20歳までの子どもに支給され、１
ヵ月あたり120ユーロ（約16,000円、2011年時点）、子どもが増えるにつれて加算措置が取られます。出産費用は無料。子ども
が３歳になるまでは、育児休暇の取得またはパートタイム労働（同一労働同一賃金制）が終了した時は正社員に復帰すること
ができます。働く女性の環境がフランスのように整えられれば、ほんとうの意味で「女性が輝いて」「活躍」できるのでは？

今月のキーワード今月のキーワード
赤紙

　軍隊が在郷の予備役を招集するために出した令状のことで、陸軍省による召集の大半に赤色が使われました。当初は真紅
でしたが、戦時の物資不足による染料の節約で次第に地色が薄くなりました。海軍省の召集でも似た色が使われたため、陸
海両軍の令状を混同して「赤紙」と呼ばれることも多いようです。縦15.5センチ、横25.7センチの用紙は、半紙のように薄
く、「一銭五厘」と当時のはがき１枚の郵便料金で表現されることがありました。兵隊は一銭五厘で赤紙を送れば補充がき
く、兵隊には一銭五厘の価値しかないというたとえで、実際には、役場の職員が直接手渡していました。

７月24日の中央行動で決意
表明する後呂美也子さん　

タペストリーを掲げて行進する女性組合員 公園をうめつくした集会

高裁判決の不当性を
語る城塚健之弁護士

意見陳述の報告をする公務公共一般労組
柏原学童保育指導員分会の小野保子さん

宣
伝
、
リ
ー
フ
の
作
成
、
職

場
学
習
会
の
開
催
、
毎
週
金

曜
日
に
開
催
さ
れ
る
国
会
を

包
囲
す
る
集
会
の
中
央
行
動

へ
の
参
加
な
ど
、
青
年
組
合

美
也
子
さ
ん
が
、「
再
び
戦

争
の
た
め
の
仕
事
に
保
健
所

職
員
と
し
て
従
事
す
る
こ
と

な
く
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の

命
や
生
活
を
守
る
た
め
の
仕

事
を
続
け
て
い
く
」
と
決
意

表
明
を
し
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
午
前
10
時
か
ら

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
前
の
さ
ん
く
す

夢
広
場
で
「
戦
争
さ
せ
な

い
！
９
条
こ
わ
す
な
！
緊
急

吹
田
市
民
大
集
会
・
国
会
報

告
＆
パ
レ
ー
ド
」
が
開
催
さ

れ
、
５
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
手
に
自
作
の
プ
ラ
カ

ー
ド
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・
鳴

　

７
月
25
日
、
枚
方
市
の
岡

東
中
央
公
園
で
、
市
民
集
会

が
開
催
さ
れ
、
市
民
団
体
・

労
働
組
合
を
中
心
に
約
４
０

０
人
が
参
加
し
、
終
了
後
、

枚
方
市
駅
前
ま
で
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
。
市
職
労
は
「
戦

子
を
持
っ
て
全
体
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

市
労
連
か
ら
約
１
０
０
人

が
参
加
し
、
参
加
者
か
ら
は

「
幅
広
い
共
同
の
広
が
り
が

実
感
で
き
た
」「
廃
案
に
な

る
ま
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し

よ
う
」
な
ど
の
感
想
と
決
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

争
法
案
」
反
対
の
取
り
組
み

で
、
学
習
・
宣
伝
・
署
名
活

動
を
中
心
に
し
な
が
ら
行
動

し
て
い
ま
す
。
職
場
に
署
名

用
紙
を
配
布
し
て
家
族
を
含

め
て
５
０
０
筆
を
超
え
た
署

名
を
集
約
し
ま
し
た
。

　

大
阪
府
職
労
は
、「
戦
争

法
案
」
は
必
ず
廃
案
に
す
る

こ
と
を
活
動
の
中
心
に
位
置

づ
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
な
ん
ば
駅
前
で
の
定
例

「戦争法案は必ず廃案に」
「安倍政権は退陣を」
大阪から
全国から 熱い共同が広がる

員
に
も
意
義
を
訴
え
な
が
ら

取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
職
場
学
習
会
は
、
役
員

が
講
師
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

21
回
・
３
７
６
人
の
参
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
24
日
の
中
央
行
動
で

は
、
青
年
６
人
を
含
む
14
人

が
参
加
し
、
公
務
労
組
を
代

表
し
て
大
阪
府
職
労
の
後う

し
ろ呂

７
・
24
中
央
行
動
に

６
人
の
青
年
組
合
員
が
参
加

市
民
大
集
会
に

党
派
・
立
場
・
世
代
を
超
え
５
０
０
人

学
習
・
宣
伝
・
署
名
を
軸
に

運
動
を
展
開
、
署
名
は
５
０
０
筆
超

大阪府職労

吹田市労連 枚方市職労

座
り
込
み
行
動
に

１
２
０
人
が
参
加

東大阪市長選挙

浜
正
幸
さ
ん
を
推
薦

（９月27日投票）

上告審勝利！学習と決起のつどい

　戦前、自治体職員が「召集令状」（赤紙）を配布し戦争に協力した反省に立ち、
「戦争法案」に反対する一点で共同の運動を大きく広げて必ず廃案に追い込もう。

的
な
判
決
だ
っ
た
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
６
月
26
日
の
大
阪
高
裁

判
決
は
、「
行
政
財
産
の
目
的
外
使

用
許
可
に
つ
い
て
行
政
側
の
必
要
性

を
不
当
に
重
視
し
て
広
範
な
裁
量
を

認
め
て
お
り
、
不
当
労
働
行
為
が
認

め
ら
れ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
違
法
に

な
る
も
の
で
は
な
い
」と
し
て
お
り
、

「
橋
下
市
長
に
よ
る
団
結
権
侵
害
が

許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
組
合
事
務

所
の
使
用
な
ど
の
権
利
や
団
結
権
を

否
定
し
、
組
合
の
弱
体
化
を
図
る
こ

と
が
合
法
と
の
内
容
で
あ
り
、
こ
れ

を
認
め
れ
ば
官
民
す
べ
て
の
組
合
に

波
及
す
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
、
勝
利
す
る
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。

　

大
阪
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の
意

見
陳
述
に
向
け
て
、
最
賃
引
き
上
げ

を
求
め
る
座
り
込
み
行
動
が
行
わ

れ
、
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

労
働
者
側
か
ら
公
務
公
共
一
般
労

組
の
小
野
保
子
さ
ん
が
意
見
陳
述

し
、
大
阪
府
内
18
自
治
体
で
非
正
規

が
４
割
〜
５
割
を
占
め
て
い
る
実
態

を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、「
現
場

を
任
さ
れ
る
責
任
あ
る
立
場
で
あ
り

な
が
ら
、
臨
時
職
員
と
い
う
身
分
で

都
合
の
い
い
よ
う
に
使
わ
れ
る
。

『
こ
の
賃
金
で
は
生
活
の
見
通
し
が

た
た
な
い
、
若
い
職
員
も
す
ぐ
に
や

め
て
し
ま
う
』
と
い
う
要
求
に
対
し

て
、『
最
賃
違
反
は
し
て
い
な
い
』

と
開
き
直
る
当
局
が
多
く
あ
る
。
仕

事
に
夢
を
持
ち
、
社
会
的
に
自
立
で

き
る
最
賃
額
に
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
、
大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館

で
、
大
阪
市
労
組
の
組
合
事
務
所
事

件
の
大
阪
高
裁
判
決
の
不
当
性
を
学

び
、
裁
判
の
勝
利
を
め
ざ
す
「
学
習

と
決
起
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
の
城
塚
健
之
弁
護
士
は
、

「
大
阪
地
裁
判
決
は
、組
合
の
請
求
を

認
容
し
大
阪
市
に
対
し
て
使
用
不
許

可
処
分
の
取
消
を
義
務
づ
け
た
上
、

明
渡
し
請
求
を
棄
却
す
る
内
容
で
あ

り
、ま
た
、労
使
関
係
条
例
12
条
に
よ

り
便
宜
供
与
を
で
き
な
く
な
っ
た
と

の
大
阪
市
の
主
張
に
対
し
て
も
、
労

働
基
本
権
を
侵
害
し
た
り
、
不
当
労

働
行
為
を
適
法
化
す
る
た
め
に
適
用

さ
れ
る
限
り
の
も
の
で
あ
る
と
画
期

高裁の不当判決を破棄し高裁の不当判決を破棄し
最高裁での勝利を最高裁での勝利を

「
自
立
で
き
る
最
低
賃
金
に
」

「
自
立
で
き
る
最
低
賃
金
に
」

７月30日

　９月27日投開票で行われる
東大阪市長選挙に、浜正幸さ
んが「明るい東大阪をつくる
会」から出馬を表明しまし
た。大阪自治労連は、第13回
執行委員会で推薦を決定しま
した。

市政を
転換！


